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令和８年正月 会長あいさつ 

会長 金城則文 

あけましておめでとうございます。令和８年の正月を迎え、ごあいさつ申し上

げます。 

会員の皆さまにおかれましては、輝かしい新年をお迎えのこととお喜び申し

上げます。また、平素より本会の事業に対し、ご理解とご協力をいただき誠にあ

りがとうございます。 

さて、昨年は地球温暖化による気温上昇や物価高騰の影響もあり、私たち

の生活に少なからず変化をおよぼしました。厳しい環境の中ではありましたが、

会員の皆さまや関係団体の協力により、ほぼ例年どおりに事業を開催すること

が出来ました。 

しかしながら、コロナ禍後の行事への参加人数は減少傾向にあり、心配しているところであります。行

政機関等の個々の障害者への支援が充実してきたことにより、支援事業所へ通う皆さんも多くなりまし

た。 

いろいろと変化していく環境の中ではありますが、障害者の居場所づくりを中心に、今年も会員の皆さ

まに喜んでいただけるよう事業を計画してまいります。会員や関係者の皆さまのご理解とご協力をよろし

くお願いいたします。年頭にあたり皆さまにとって今年も良い年でありますよう、祈念申し上げます。 

７月２７日（日）ふれあいの広場（カラオケ交流）を久しぶりに開催しました。 

当日は１１人が集い、それぞれの十八番を披露し歌やゆんたくを楽しみました。参加人数は少なかった

ですが、毎回交流を重ね会員同士の親睦を深め合うことを確認しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰もができるスポーツやレクリエーションを通じて、障がいの有無に関わらず全ての人が共に楽しみ交流の

輪を広げることを目的に８月９日（土）に開催し、身障福祉会、就労支援 B 型事業所、民生・児童委員、中・高

校生、一般の方々総勢６５人が集い、障がい者スポレク交流を楽しみました。 

モルックは北欧フィンランド生まれのニュースポーツで木の棒（スキットル）に木の棒（モルック）をあてて得

点を競います。ルールはいたって簡単ですが、５０点を超えると２５点まで減点されるなど、どの棒をどのように

倒すか頭を使う競技です。 

沖縄県身体障害者福祉協会の職員２人（仲里さん、安里さん）が講師となりルールの説明や競技の進行

を行っていただきました。 

参加者からは「たくさん倒すことができてとても楽しい」「グループで団結して勝てた。また、たくさんおしゃ

べりができた」などの感想が聞かれました。（社協だより「ちむぐくる」より抜粋） 

第２４回全国障がい者スポーツ大会「わた SHIGA 輝く障ス

ポ」が滋賀県彦根市の平和 HATO スタジアムをメイン会場に１０

月２５日（土）～２７日（月）の３日間にかけて行われました。 

本会会員の松田博幸さん（６６歳）は２６日（日）砲丸投げ視覚

障害者区分２５で沖縄県代表として出場しましたが、競技開始か

ら大雨に見舞われ思うように投げることができず、３回連続ファー

ルとなり残念ながら記録なしの結果となりました。 

松田さんは「コンディションが悪く今回結果を出せなかったが、

次の機会があれば必ずマイナスを取り戻しプラスに変えメダルを

持ち帰りたい」と意欲を語ってくれました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月４日（土）ちむぐくる館にて観月会を開催しました。 

身障福祉会員、民生委員・児童委員、手話サークルなどあわせて３１人が集い即興やカラオケを通して交流を

深めました。 

即興では唄三振や琉舞、オカリナ演奏などを披露し、その後続いたカラオケでは終了時間ぎりぎりまで歌いき

り楽しいひとときを過ごしました。 

室内には月とススキ（穂は付いてませんが）が飾られ雰囲気を醸し出していましたが、窓から外を見ると、丸く

大きな満月が輝いていました。 

１０月２５日（土）ボウリング大会を「エナジックボウルサザンヒル」にて開催しました。当日は会員および

関係者を含め１１人が参加し、そのうち７人がプレーを楽しみました。 

今回の参加者はやや少なめでしたが、和やかな雰囲気の中で親睦を深めることができました。 次回は

より多くの方々に参加していただき、さらに盛り上がる大会にしたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年７月１３日（日）県総合運動公園レクドームにて、第

２１回沖縄県身体障害者グラウンドゴルフ大会が開催されま

した。 

県内各地から１８団体２８チーム（１３４人）が競技に参加し

ました。 

本会も金城則文（会長）、屋比久孟善（副会長）、金城八重

子（喜屋武理事）、新里百子（宮城理事）の役員４人が参加し

ました。金城会長が１ラウンドでホールインワンをとりましたが、

善戦むなしく、私たちのチームは団体・個人とも入賞を逃して

しまいました。 

グラウンドゴルフ大会 
１１月１６日（日）本部公園にてグラウンドゴルフ大会を開催しました。 

当日は天気にも恵まれ、会員・関係者（民生・児童委員、手話サークル、音訳サークル）あわせて２０人が参加

し、競技をとおしてお互いの親睦と交流を深めました。 

競技の成績は以下のとおりです。 

優  勝：金城則文 

準優勝：仲座次男（民生・児童委員） 

３  位：金城八重子 

ホールインワン賞： 

仲座次男・大城米子（民生・児童委員） 

町内の障がい者及び家族で組織し、会員相互の情報交換や親睦、地域の福祉増進を図ることを目的に活

動を行っています。 

知り合いの方で、障がいをお持ちの方がおられましたら、当会へのご加入、お声掛け下さい。 

【お問合せ】 

南風原町社会福祉協議会内（身障福祉会事務局） 

電話 ８８９－３２１３    FAX ８８９－６２６９ 
年会費 １，０００円 


